
六
朝
女
難

京
都
帝
國
大
寒
文
學
部
藏

　
　
　
（
濱
田
耕
作
鴛
解
設
蓼
照
）
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墓

健
二
審
彫
刻
ご
六
朝
の
泥
象

（
口
争
潮
繋
圃
解
説
）

文
學
博
士
　
濱
　
田

耕
　
作

　
　
　
　
一
　
　
　
7
　
’

　
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
爾
す
る
私
自
身
の
思
ひ
出
は
、
洵

に
深
い
も
の
が
あ
る
。
抑
も
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
」
な
る
名

繕
…
を
始
め
て
畳
え
に
の
は
、
明
治
三
十
五
年
の
頃
、
私
が

未
だ
高
等
學
校
の
叢
生
時
代
に
、
丈
藝
の
方
面
か
ら
私
共

の
崇
博
し
て
居
つ
π
高
山
樗
牛
博
士
が
、
雑
誌
「
太
陽
」
誌

上
に
、
其
の
日
本
美
術
史
に
思
す
る
論
文
を
獲
表
し
た
際

グ
リ
ユ
ー
ン
ウ
エ
！
デ
ル
氏
の
書
物
（
Ω
単
二
＆
①
ポ
b
d
＝
や

穿
闘
。
・
蔚
9
。
囚
葦
。
。
こ
一
二
鼠
凶
9
）
か
ら
引
用
し
た
挿
圖
ピ
共

に
、
其
の
説
明
を
試
み
、
日
本
の
彫
刻
こ
の
關
係
を
論
せ

　
　
　
第
十
・
二
巻
　
　
　
漁
融
　
纂
　
　
　
岨
腱
駄
盟
灘
彫
…
掘
剛
定
山
ハ
朝
の
泥
象

ら
れ
た
の
を
讃
ん
だ
時
で
あ
る
。
是
が
私
の
興
昧
を
深

く
惹
い
た
結
果
は
、
ス
タ
イ
ン
氏
ヘ
デ
ン
氏
の
中
央
亜
細

亜
献
燈
の
報
告
一
之
を
聞
い
た
の
は
圷
井
騰
馬
三
博
士

の
講
義
に
由
っ
て
や
あ
る
一
ご
共
に
、
途
に
私
を
し
て

文
學
の
卒
業
論
交
に
「
希
臓
美
術
の
東
漸
を
論
ず
」
ご
云
ふ

題
目
を
撰
ば
し
め
、
其
の
一
部
分
は
其
の
後
『
國
華
』
誌
上

に
掲
載
し
π
の
で
あ
る
が
、
其
れ
は
今
縫
よ
り
顧
れ
ば
、
．

實
に
幼
稚
な
研
究
と
し
て
、
赤
面
す
る
外
は
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
斯
の
如
く
私
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
を
口
に
し
旋
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
」
　
　
山
繭
七
　
　
　
（
六
七
）



　
　
　
第
十
・
二
巻
　
　
　
輪
雛
　
纂
　
　
　
糠
艶
駄
羅
彫
伊
鋼
亡
山
ハ
朝
の
’
泥
魚
小
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
が
、
其
の
實
際
の
竪
物
に
至
っ
て
は
、
固
よ
り
之
を
見

る
機
會
が
あ
っ
だ
鐸
で
な
く
、
た
い
グ
ソ
ユ
ン
ウ
エ
ー
デ

ル
氏
の
著
書
の
界
雷
位
に
よ
っ
て
、
之
を
窺
ふ
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
僅
な
が
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術

の
片
影
を
我
々
に
見
せ
ら
れ
た
の
は
、
佃
束
忠
太
博
士
が

支
那
印
度
望
洋
の
実
行
か
ら
脇
ら
れ
て
、
朋
治
三
十
九
年

二
月
東
京
の
史
録
會
の
講
演
に
於
い
て
「
健
駄
羅
族
行
談
」

な
る
も
の
を
試
み
ら
れ
た
際
（
史
學
雑
誌
、
第
十
七
編
㍉

第
五
號
、
第
六
号
）
数
個
の
建
築
的
部
分
の
漸
片
を
供
覧

さ
れ
た
時
で
あ
っ
た
。
・
斯
く
て
我
々
は
始
め
て
ガ
ン
ダ
ー

ラ
の
青
鼠
色
の
緑
泥
片
岩
に
接
し
て
私
の
心
は
躍
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
（
特
に
此
の
講
演
を
願
っ
た
の
は
．
瞬
時

史
學
會
の
委
員
の
席
末
を
汚
し
て
居
っ
た
私
で
あ
っ
た
）

　
其
後
フ
ー
シ
エ
ー
氏
の
大
著
昌
（
同
。
9
冨
誤
到
勲
答
σ
q
は
8
一

、
σ
o
包
α
霞
ρ
琴
幽
g
O
g
p
o
｛
郵
養
）
　
が
出
で
て
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ

美
術
は
番
謡
口
語
に
も
紹
介
せ
ら
る
こ
ご
、
な
っ
た
が
．

赦
岡
倉
畳
三
家
が
印
度
美
術
に
醐
す
る
講
演
を
伺
じ
史
籍

　
　
　
　
　
　
　
第
鴎
號
　
　
　
足
入
　
　
（
山
ハ
八
）

會
に
於
い
て
試
み
ら
れ
た
時
に
は
、
其
の
東
亜
美
術
に
於

け
る
影
響
を
．
殆
ん
ざ
否
定
せ
ら
れ
る
態
度
で
あ
っ
て
、
私

を
し
て
少
な
か
ら
ず
失
望
せ
し
め
た
。
併
し
一
方
に
於
い

て
大
谷
光
瑞
氏
が
印
度
か
ら
齎
ら
さ
れ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫

刻
数
箇
は
、
我
々
に
始
め
て
群
像
の
丸
彫
俘
彫
を
見
る
磯

花
を
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
是
は
明
治
四
十
年
頃
か

ご
記
憶
す
る
。
（
西
域
考
古
圖
譜
、
下
憲
）
私
は
開
治
四
十

一
年
九
月
京
都
帝
國
大
憲
に
來
任
し
た
始
め
、
此
の
大
谷

高
所
藏
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
を
見
る
こ
ご
を
得
、
又
其
の

石
膏
複
製
が
、
京
都
高
等
工
藝
學
綾
に
藏
さ
れ
て
る
る
の

を
構
い
て
、
更
に
之
を
複
製
し
て
、
我
が
大
黒
に
も
備
へ

る
こ
ε
に
し
た
。

　
　
　
　
二

　
然
る
に
私
は
大
正
二
年
隊
洲
へ
留
學
す
る
こ
ご
に
な
う

西
比
利
亜
斎
燈
に
由
っ
て
モ
ス
ク
ワ
か
ら
伯
林
に
赴
き
、

二
三
臼
滞
在
し
た
が
、
其
の
際
武
藤
長
藏
潜
の
東
道
を
待

て
、
伯
林
の
各
博
物
館
を
一
巡
し
て
、
八
種
博
物
館
（
＜
○
一
、



パ
ω
ぎ
嫡
子
。
欝
び
窃
2
巳
）
を
訪
れ
た
油
瞭
｝
同
勢
　
に
グ
ソ
ユ
ン
ウ

エ
…
デ
ル
民
が
其
の
館
に
居
る
か
ら
雇
會
し
な
い
か
ご
云

は
れ
て
、
私
は
未
だ
故
國
を
離
れ
て
十
籐
日
、
外
國
語
を

話
す
恐
し
さ
を
も
打
ち
忘
れ
て
病
後
の
グ
氏
に
面
會
し
、

莫
語
を
以
て
僅
な
が
ら
用
を
辮
じ
、
其
の
自
慢
の
ガ
ン
ダ

ー
ラ
彫
刻
の
蒐
集
を
自
ら
案
内
し
て
見
せ
て
貰
ふ
機
會
を

得
た
の
は
。
私
の
最
も
光
榮
ご
し
た
所
で
あ
っ
た
。

　
其
後
私
は
莫
國
に
於
い
て
大
英
博
物
館
及
び
、
ヅ
ウ
ス

ケ
ン
シ
ン
ト
ン
博
物
館
等
所
葬
の
同
彫
刻
を
見
る
こ
ご
を

得
た
が
、
固
よ
り
伯
林
の
グ
氏
の
蒐
集
に
及
ぶ
穿
く
も
な

か
っ
た
。
大
正
三
年
佛
國
を
…
過
ぎ
て
伊
太
利
へ
行
く
滋
す

が
ら
、
巴
里
に
於
い
て
故
シ
ヤ
ヅ
ァ
γ
ヌ
敷
盤
の
午
餐
に

招
か
れ
、
其
の
フ
ォ
ソ
タ
、
矛
・
ア
ウ
ー
ロ
ー
ズ
の
邸
に
於
い

て
、
フ
ー
シ
エ
ー
氏
に
紹
介
さ
れ
、
私
は
斯
く
し
て
グ
氏

ビ
共
に
世
界
に
於
け
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
二
大
構
威
に

接
す
る
こ
ご
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
日
本
に
於
い
て
は
前
に
記
し
た
大
谷
伯
欝
の
蒐
集
昂
以

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
　
錐
　
　
纂
　
　
　
健
…
駄
羅
脳
彫
㎝
洲
…
ミ
山
ハ
朝
の
泥
象

外
に
、
或
は
他
に
二
三
の
箇
人
的
蒐
集
が
あ
る
か
も
知
ら

な
い
が
、
同
伯
の
藏
品
は
其
の
後
同
氏
の
日
本
を
去
ら
れ

る
ご
共
に
日
本
を
離
れ
て
し
ま
ひ
、
我
々
は
親
し
く
ガ
ン

ダ
ー
ラ
彫
を
刻
見
る
場
塵
を
失
ふ
に
至
っ
た
こ
ご
を
悲
し

む
外
は
な
か
っ
た
。
叉
た
東
都
帝
國
大
尉
に
は
若
干
の
原

物
ε
多
数
の
石
膏
型
が
、
高
楠
博
土
の
蒐
集
に
よ
う
所
藏

せ
ら
れ
て
居
っ
た
が
、
是
等
は
不
幸
に
し
て
導
火
の
爲
に

喪
は
れ
て
し
ま
っ
た
。
然
る
に
大
正
十
三
年
秋
山
中
商
會

が
大
阪
に
於
い
て
美
術
品
の
展
雄
気
を
開
催
し
た
際
、
そ

こ
に
は
佛
國
か
ら
購
入
さ
れ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
が
数
黙

並
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
．
由
れ
實
に
日
本
に
於
い
て
此

の
彫
刻
が
市
場
に
出
で
た
最
初
で
あ
っ
た
こ
私
は
信
ず

る
○
私
は
此
の
展
覧
脅
に
出
品
せ
ち
れ
た
彫
刻
中
、
濫
拝
入

物
の
津
彫
面
ご
細
身
一
箇
ご
を
京
都
帝
國
大
學
の
爲
め
に

購
入
し
度
い
ご
才
望
し
元
の
で
あ
っ
た
が
、
右
の
浄
彫
は

絡
に
山
中
定
次
郎
氏
の
好
意
に
よ
っ
て
山
中
商
會
か
ら
寄

遷
せ
ら
れ
、
佛
頭
は
谷
川
茂
次
郎
氏
の
寄
附
金
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
飽
躍
一
轍
胆
　
　
　
六
九
　
　
　
（
山
脚
九
）



　
　
　
櫓
鮒
十
二
廊
蜜
　
　
糠
権
　
傭
墨
　
　
　
搬
絶
駄
羅
脳
彫
甥
阻
ε
山
ハ
煎
脚
の
泥
象

之
を
購
入
す
る
こ
ご
を
得
た
の
は
、
私
が
大
捷
の
陳
刻
館

に
於
け
る
蒐
集
拠
上
置
も
記
念
す
可
く
、
最
も
嬉
し
い
出

來
事
の
一
で
あ
っ
た
。
（
此
の
事
に
間
し
て
、
私
は
な
ほ
山

中
松
次
郎
、
岩
弁
才
俊
爾
氏
が
種
々
雛
興
せ
ら
れ
た
こ
ご
r

を
銘
記
し
て
置
く
）

　
此
の
展
箆
會
に
於
け
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
の
好
景
氣
は

途
に
山
中
定
次
郎
氏
を
し
て
、
本
年
更
に
ガ
ン
グ
；
ラ
彫

刻
の
大
な
る
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
蕉
印
度
総
督
府
の
英
國

官
吏
の
難
険
…
品
よ
り
護
り
受
け
、
之
を
田
本
に
持
ち
來
ら

し
め
た
が
、
丁
度
此
の
時
フ
ー
シ
エ
ー
氏
が
日
本
來
遊
中

で
あ
っ
た
の
で
、
本
年
九
月
私
は
同
氏
ご
共
に
大
阪
へ
赴

き
、
親
し
く
既
の
樺
威
の
口
か
ら
、
實
物
に
就
い
て
説
明

を
聞
く
こ
ε
を
得
た
。
次
い
で
十
｝
月
山
中
商
會
の
展
魔

羅
に
出
品
せ
ら
れ
た
此
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
三
十
除
黙
は

シ
ャ
ム
、
ヵ
ム
ボ
ヂ
や
等
の
彫
刻
ご
共
に
世
上
の
注
意
を

惹
き
、
殆
ご
其
の
三
分
の
二
は
日
本
の
地
に
止
ま
る
こ
ご

で
嫁
つ
た
が
、
此
の
際
我
が
大
匙
に
轟
び
同
彫
刻
中
の
塔

　
　
　
　
　
　
　
第
一
漉
　
　
　
七
〇
　
　
（
七
〇
）

婆
面
革
一
箇
の
寄
賂
を
受
け
る
こ
ご
、
な
り
、
途
に
京
都

帝
國
大
学
は
こ
三
年
の
間
に
三
箇
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
を

研
零
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
は
私
個
人
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
ご
の
因
縁
誘
に
過

ぎ
な
い
が
、
　
一
面
に
於
い
て
多
冷
段
本
に
於
け
る
此
の
美

術
に
關
す
る
鑑
賞
の
歴
史
を
語
る
も
の
が
あ
る
ご
思
っ
て

躊
躇
し
な
が
ら
も
書
き
記
し
．
た
次
第
で
め
る
。

　
　
　
　
三

本
年
山
中
氏
か
ら
寄
贈
せ
ら
れ
た
彫
刻
は
、
小
さ
な
供

養
塔
（
全
高
三
尺
位
）
の
一
周
分
で
あ
っ
て
、
緑
泥
片
岩
を

環
状
に
劇
り
扱
き
、
其
の
外
周
に
形
像
を
刻
し
た
も
の
で

あ
る
。
直
痙
一
尺
六
寸
、
高
三
寸
五
分
。
石
の
上
面
｝
ケ

慮
に
重
い
方
形
の
謄
孔
が
穿
た
れ
て
あ
っ
て
、
上
部
の
石

ご
連
結
せ
し
め
る
に
便
に
し
て
み
る
が
、
是
は
塔
婆
の
精

々
上
部
覆
鉢
に
近
い
庭
へ
恐
ら
く
は
上
か
ら
二
段
目
）
に
來
・

る
運
賃
帯
で
あ
っ
て
、
其
の
下
方
に
は
同
じ
巻
筆
帯
＝
一

を
重
ね
て
、
最
下
に
方
形
の
基
壇
が
あ
る
の
が
、
此
の
種



京
都
帝
國
大
學
藏
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
　
　
（
上
）
供
養
小
筆
浮
彫
　
　
（
中
）
同
上
一
部
　
　
（
下
左
）
佛
頭
　
　
（
下
露
）
佛
傳
浮
彫

第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
健
駄
羅
彫
刻
定
六
朝
の
泥
象

第
一
號

七
一
「
　
（
七
じ



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
　
一
雑
　
　
纂
　
　
　
健
馬
羅
脚
彫
翔
定
山
ハ
恥
欄
の
泥
象

小
塔
婆
の
普
蓮
の
形
式
で
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
博
物
館
に

あ
・
o
ロ
リ
ヤ
ン
・
タ
ン
ガ
イ
（
轡
○
身
§
内
鍵
σ
q
p
一
）
下
見
の
塔

婆
は
、
正
に
我
々
の
石
か
ら
復
原
し
得
ら
れ
る
塔
婆
の
好

標
本
で
あ
ら
う
。
（
9
｛
副
髪
・
量
重
壁
。
も
・
“
切
乱
序
簿
》
諄

貯
ご
島
9
・
ピ
○
民
9
ポ
H
℃
o
囲
．
霊
瞬
．
．
囲
o
ρ
同
。
琴
ぼ
ひ

ご
9
捧
σ
Q
み
。
？
び
。
鼠
穿
圃
ρ
巨
費
Ω
p
一
網
留
ヨ
、
勲
℃
ρ
蕊
蔭
○
凱
畳

蒙
σ
q
・
。
．
＼
Q
ら
噴
）
獲
見
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
此
の
塔
婆

と
の
類
似
か
ら
考
へ
て
、
或
は
矢
張
ロ
リ
ヤ
ン
・
タ
ン
ガ

イ
邊
の
も
の
で
あ
ろ
う
ご
想
像
せ
ら
れ
る
。

　
石
の
外
綱
を
緯
っ
て
上
部
に
は
、
建
築
の
軒
蛇
腹
（
。
？

岱
詩
。
）
が
現
は
さ
れ
、
其
の
…
間
に
持
量
り
（
O
O
固
μ
ω
○
一
〇
）
が
並

列
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
是
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
建
築
…
の
表
現
に

於
い
て
、
　
コ
リ
ン
ス
青
柱
ビ
並
ハ
に
最
も
屡
々
現
は
れ
て
躍

る
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
其
の
下
方
に
は
三
ナ
の
裸
膿
の

小
児
像
、
帥
ち
西
欧
の
美
術
に
於
い
て
、
所
謂
「
プ
ッ
チ
」

（
鷲
讐
）
ご
思
せ
ら
れ
る
…
堂
兇
が
並
利
し
て
、
翼
々
高
い
浄

彫
に
刻
出
せ
ら
れ
、
各
々
多
少
姿
勢
の
融
化
を
示
し
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
二
　
　
（
七
二
）

る
が
、
特
に
活
動
的
な
も
の
は
な
く
、
叉
た
佛
像
に
隣
れ

る
小
兇
の
中
に
は
、
禮
舞
の
態
度
を
現
は
し
π
も
の
が
あ

り
、
爾
兇
の
手
を
取
う
合
っ
て
み
る
も
の
も
な
い
む
は
な

い
が
、
互
の
間
に
深
い
感
喜
的
の
連
絡
も
無
く
、
軍
に
装
飾

的
の
意
味
に
現
は
さ
れ
て
み
る
も
の
ご
云
ふ
外
は
な
い
。

而
し
て
童
兇
三
四
人
目
位
に
菩
提
樹
ビ
思
は
れ
る
樹
を
挾

み
、
又
た
特
に
二
箇
慮
に
は
低
い
垂
座
の
上
に
跣
座
す
る

二
膿
の
佛
膿
が
現
は
さ
れ
て
み
る
。
此
の
二
佛
は
稽
々
接

近
し
て
圓
野
上
に
位
し
て
ぬ
る
虚
か
ら
見
る
ご
軌
丁
度
塔

婆
の
正
面
に
來
る
虚
に
麗
か
れ
π
も
の
か
ご
想
像
せ
ら
れ

る
。
（
編
果
廿
四
士
μ
陶
金
石
集
、
第
一
輯
、
第
二
十
六
圖
、
、
源
幽
E

宗
君
解
説
墾
照
）
左
方
の
佛
は
麗
定
、
右
方
の
は
施
無
畏

の
相
を
示
し
て
み
る
が
、
是
は
輩
に
佛
像
を
現
は
す
ご
云

ふ
牽
け
の
意
昧
で
、
既
の
相
に
は
特
別
の
意
趣
を
寓
し
た

も
の
で
は
無
い
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
　
ズ

　
元
來
小
兇
の
像
、
郎
ち
灰
謂
「
プ
ツ
チ
」
を
、
斯
る
浄
彫

帯
の
装
飾
に
適
用
す
る
こ
ご
は
、
希
書
羅
馬
の
古
典
彫
刻



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ポ
ラ
ン
ド

に
屡
々
見
る
所
の
意
匠
で
あ
っ
て
｝
時
に
は
児
童
が
花
縄

を
飼
い
で
る
る
塵
が
あ
り
、
叉
た
児
童
の
代
り
に
ア
ト
ラ

ン
タ
（
》
怠
9
馨
。
ω
）
が
、
樹
木
ご
交
互
に
現
は
さ
れ
て
み
る

こ
と
、
な
ほ
前
記
カ
ル
カ
ッ
タ
の
小
塔
婆
に
於
け
る
が
如

き
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
來
締
。
o
殊
に
此
の
後
者
は
凡
て

に
於
い
て
我
々
の
石
ε
瀬
る
似
通
っ
て
み
る
も
の
こ
云
ふ

可
き
で
あ
る
。
其
他
バ
ッ
ク
ス
窃
9
。
ぎ
ω
）
厩
の
帥
々
な

ざ
の
類
も
，
之
と
同
じ
意
義
に
於
い
て
装
飾
に
用
ゐ
ら
れ

て
る
る
例
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
於
い
て
往
々
認
め
ら

れ
る
慮
で
あ
る
。
（
司
9
δ
げ
。
下
品
雨
出
　
書
、
・
国
σ
q
ω
・
憲
ひ
一
同
ω
い
）

師
ち
此
の
浄
彫
帯
の
装
飾
に
、
小
忌
の
群
像
を
用
み
た
の

は
、
全
く
古
典
美
術
の
傳
統
で
あ
っ
て
、
而
か
も
其
の
申

に
た
賢
二
躯
の
佛
像
を
黙
出
し
た
慮
が
、
帥
ち
印
度
の
國

土
に
登
達
し
た
「
希
騰
佛
験
美
術
」
な
る
も
の
、
性
質
を
、

輩
的
に
表
明
し
て
み
る
も
の
で
あ
り
、
而
か
も
其
の
希
臓

思
想
ご
印
度
美
術
ご
の
器
械
的
混
合
の
駅
態
迄
も
最
も
善

く
説
明
し
て
み
る
。

　
　
　
第
＋
二
巻
、
雑
纂
　
腱
駄
羅
彫
劉
皇
ハ
覇
の
泥
象

　
此
の
董
兇
浄
彫
帯
は
、
石
面
滅
磨
破
損
し
た
塵
が
少
な

く
な
く
、
雲
霞
の
顔
面
や
身
膿
の
細
部
の
鮮
明
を
飲
く
塵

が
あ
る
け
れ
ざ
も
。
斯
の
如
き
彫
刻
の
材
料
と
し
て
不
完

全
な
石
材
に
無
造
作
に
彫
出
し
て
、
而
か
も
「
々
巧
妙
な

姿
勢
を
現
は
し
た
庭
は
、
小
さ
い
佛
像
の
衣
絞
ご
態
度
ご

が
簡
㎜
畢
な
が
ら
・
如
何
に
も
善
く
整
っ
て
み
る
慮
ご
共
に
、

非
凡
な
技
術
を
示
し
て
み
る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
其
の
再
編
趣
昧
の
多
い
庭
か
ら
見
て
、
ガ
ン
ダ
ー

ラ
彫
刻
の
初
期
、
即
ち
紀
元
一
世
紀
頃
に
於
い
て
、
恐
ら

く
は
希
臓
從
來
の
彫
工
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
ご

信
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
四

　
前
年
谷
川
氏
の
寄
贈
せ
ら
れ
た
話
頭
は
、
比
々
黒
味
を

帯
び
た
矢
張
夢
緑
泥
片
岩
で
作
り
、
頭
以
下
を
敏
失
し
た

高
さ
七
寸
の
圓
彫
像
の
頭
部
で
あ
る
。
鼻
端
は
少
し
く
破

損
し
て
み
る
が
、
其
の
顔
は
端
正
で
、
希
臓
風
の
鼻
筋
、

引
き
締
っ
た
口
元
，
固
よ
り
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
全
膿
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
三
　
　
（
七
三
）



　
　
　
等
山
回
二
巻
　
　
　
維
脚
　
纂
　
　
　
健
駄
羅
彫
繭
刻
ぐ
」
山
ハ
面
期
の
ノ
謂
化
象

性
ε
し
て
幽
玄
な
佛
陀
の
精
帥
を
表
現
し
て
み
る
黙
に
於

い
て
は
慰
憾
の
貼
は
多
い
が
、
吉
典
的
形
像
に
在
す
る
最
・

も
優
秀
な
る
作
品
ご
慨
す
る
こ
ε
が
出
來
る
。
其
の
頭
髪

が
後
世
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
図
像
の
如
く
、
未
だ
螺
髪
的
な
形

式
に
賂
っ
て
み
な
い
駈
か
ら
見
て
、
之
も
矢
張
り
前
潜
ビ

同
じ
く
ガ
ン
ダ
ー
ラ
初
期
即
ち
西
紀
一
世
紀
に
近
い
頃

の
も
の
ご
晒
す
説
き
で
あ
ろ
う
。
褒
見
地
不
朗
℃
　
（
支
那

古
美
術
大
槻
、
第
九
十
二
圖
）

　
次
に
山
中
氏
の
寄
贈
に
係
る
浄
彫
断
片
は
、
左
方
上
部

に
挺
出
し
た
部
分
の
あ
る
石
材
の
右
方
に
波
歌
の
頭
髪
ご

ロ
髭
ご
を
有
す
る
人
物
が
、
爾
手
を
前
に
し
て
呪
い
花
穂

の
如
き
も
の
を
手
に
し
た
孚
裸
騰
の
像
の
上
宇
身
を
示
し

旋
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
頭
に
は
圓
い
後
光
が
附
加
せ
ら

れ
て
る
る
。
高
六
寸
五
分
石
質
は
淡
緑
の
緑
泥
片
岩
で
あ

る
。
（
支
那
古
美
術
大
観
、
第
九
十
四
圖
）
是
を
建
築
の
如

何
な
る
部
分
に
値
用
せ
ら
勉
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
の
み

な
ら
す
、
世
俗
蘭
帝
王
の
如
き
人
物
に
し
て
、
而
か
も
背

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
四
　
　
（
七
四
）

プ
　
　
　
　
　
　
げ

光
を
有
す
る
黙
は
、
フ
ー
シ
ュ
ー
氏
も
未
だ
曾
て
見
た
こ

ご
は
無
い
ε
云
は
れ
た
庭
で
あ
る
、
或
は
彫
刻
の
練
習
的

試
材
（
覧
博
覧
①
8
）
か
ご
も
思
は
れ
る
が
、
本
年
の
山
中

氏
の
展
覧
會
に
於
い
て
全
く
之
ご
同
形
の
石
材
に
、
之
ε

頗
る
粗
似
た
圖
を
彫
刻
し
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
忠
來
た

（
東
西
金
石
古
陶
金
石
集
、
第
一
輯
、
第
廿
五
圖
）
是
鳳
前

ご
同
機
の
人
物
が
右
手
を
華
げ
て
、
警
急
を
將
に
投
せ
ん

こ
す
る
動
作
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
其
の
頭
髪
、
口
髭

面
貌
か
ら
背
光
な
ざ
も
我
々
の
石
ε
全
く
其
の
軌
を
M
に

し
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、
前
者
ご
同
じ
入
物
の
別
の
刹
那

の
光
景
を
表
現
し
た
も
の
ε
見
る
外
は
な
い
。

・
之
に
關
し
て
源
豊
宗
潜
は
、
是
は
恐
ら
く
燃
燈
佛
供
養

圖
の
如
き
も
の
、
臨
片
で
あ
っ
・
て
、
婆
羅
…
両
論
垢
光
が
佛

に
向
っ
て
散
華
供
養
す
る
楼
を
示
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か

ご
想
像
せ
ら
れ
、
若
し
然
り
ご
せ
ば
．
特
に
此
の
彫
刻
の

作
者
は
此
の
無
垢
光
が
後
に
繹
迦
こ
な
る
焼
き
運
命
を
捲

ふ
も
の
ε
し
て
、
騨
蓮
佛
ご
同
じ
背
光
な
ご
を
附
加
し
穴

　
　
　
　
　
　
　
●



も
の
ビ
解
し
て
も
耀
い
ご
云
っ
て
ゐ
ら
れ
る
Q

　
私
は
今
の
場
合
こ
れ
以
外
に
適
言
な
る
解
繹
を
見
出
す

こ
ご
が
出
家
な
い
か
ら
、
姑
く
之
に
從
っ
て
置
く
外
は
無

い
。
だ
“
此
の
一
封
の
彫
刻
中
大
馬
所
藏
の
方
は
、
他
の

一
片
に
比
し
て
保
存
が
善
く
、
入
物
の
顔
面
も
磨
滅
し
て

み
な
い
◎
是
等
も
同
じ
く
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
の
初
期
に
寵

す
る
作
品
ご
見
る
誘
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
五

　
印
度
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
か
ら
、
我
々
の
話
は
支
那
の

泥
象
に
飛
ぶ
。
堅
い
石
の
美
術
か
ら
脆
い
土
の
小
子
に
移

る
の
で
あ
る
が
、
此
の
支
那
の
泥
象
は
希
臓
の
タ
ナ
グ
ラ

人
形
ε
同
じ
く
古
い
墓
の
中
か
ら
出
で
、
急
に
世
界
中
の

博
物
館
ε
蒐
集
家
の
飾
り
棚
に
洪
水
の
如
く
盗
れ
た
入
形

で
あ
っ
て
、
其
の
評
議
鑑
賞
の
盛
ん
な
る
と
共
に
、
儒
物
の

製
作
の
盛
ん
に
な
っ
た
こ
ご
ま
で
東
西
其
の
軌
を
一
に
し

て
み
る
。
是
等
の
も
の
は
其
の
時
代
麗
々
の
大
な
る
彫
塑

美
術
の
世
界
を
可
憐
な
る
小
世
界
、
・
、
ク
ロ
h
ス
モ
ス
に
縮

　
　
　
運
漕
十
二
巻
　
　
　
糧
脳
　
纂
…
　
　
健
駄
羅
…
彫
刻
ぜ
山
ハ
煎
脚
の
泥
象

小
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
風
俗
史
の
上
に
特
に
有
生
な
る

資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
今
更
云
ふ
迄
も
な

い
。
抑
も
支
那
の
泥
象
が
費
間
に
毘
で
だ
し
た
の
は
明
治

四
十
年
の
頃
で
あ
っ
て
、
全
く
河
南
地
方
に
鐵
道
が
敷
設

せ
ら
れ
所
在
の
墳
墓
が
饗
掘
せ
ら
．
れ
て
此
の
種
曙
器
の
薦

が
燈
に
現
は
れ
、
そ
れ
を
西
洋
人
が
集
め
出
し
た
以
來
の

こ
ご
で
あ
る
。
、
（
羅
振
玉
、
桶
歴
H
札
。
濱
田
、
支
那
古
明

器
泥
象
圖
説
）

　
併
し
先
づ
最
初
に
出
現
し
た
の
は
洛
陽
地
方
を
中
心
こ

す
る
唐
代
の
泥
象
で
あ
っ
て
、
数
年
前
に
至
る
ま
で
に
、

支
那
の
泥
象
ご
し
云
へ
ば
、
殆
ご
露
な
此
の
時
代
の
者
に

限
ら
れ
て
み
た
ご
云
っ
て
も
宜
し
い
。
私
が
明
治
四
十
二

年
小
川
琢
治
博
士
ε
一
緒
に
河
南
洛
陽
へ
行
っ
て
、
大
學

の
爲
に
買
求
め
た
標
本
の
如
き
は
、
建
ち
其
の
｝
例
で
あ

る
。
然
る
に
其
の
後
次
第
に
西
安
地
方
の
墳
墓
か
ら
漢
代

の
辛
く
古
拙
な
泥
象
が
襲
見
せ
ら
れ
て
來
た
が
、
所
謂
六

朝
時
代
の
も
の
に
至
っ
て
は
、
最
も
新
し
く
世
間
へ
顔
を

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
五
　
　
（
七
五
）



　
　
　
第
・
†
一
、
一
巷
　
　
　
雑
　
纂
　
　
　
縫
～
駄
…
羅
彫
劉
定
六
朝
の
泥
象

出
し
、
私
翻
身
が
之
を
手
に
し
入
れ
た
の
は
漸
く
大
正
十

年
璽
の
事
で
あ
っ
た
。
（
拙
稿
「
六
朝
の
泥
象
に
就
い
て
」
考

．
古
學
雑
訟
融
、
第
十
一
零
第
九
㎝
號
）
置
ハ
後
追
々
ビ
此
の
山
ハ
朝
桶

が
日
本
に
渡
る
こ
ご
、
な
り
、
大
學
の
藏
品
ε
し
て
も
今

や
巳
に
十
禮
以
上
に
及
ん
で
み
る
。
而
し
て
此
等
の
像
と

北
魏
の
佛
像
、
從
っ
て
我
が
推
古
時
代
の
佛
像
ε
の
關
係

の
如
き
も
、
　
｝
の
面
謁
い
考
察
の
題
目
ε
し
て
取
扱
は
れ

る
…
標
に
な
り
（
國
津
蟹
四
百
六
號
、
拙
仙
稿
）
斯
く
て
ム
ー
日
で

は
唐
代
の
泥
象
の
如
き
は
、
除
程
特
殊
の
形
を
し
て
み
る

も
の
で
無
く
て
は
、
墨
入
も
振
り
向
か
な
い
ご
云
ふ
有
襟

ご
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
實
に
僅
か
十
除
年
の
間
に
於

け
る
趣
味
の
墾
遷
で
あ
る
。

　
融
私
は
一
最
近
戯
剛
に
述
べ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
　
刻
ご
丘
ハ
に
、
山
田

中
野
會
か
ら
京
都
写
象
大
量
に
善
感
せ
ら
れ
た
一
箇
の
六

朝
の
泥
象
に
就
い
て
次
に
記
し
て
見
や
う
ご
思
ふ
〇
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此
の
土
偶
は
高
さ
五
寸
＝
分
の
小
さ
い
女
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
い
　
　
　
七
山
ハ
　
，
（
七
山
ハ
）
　
　
　
　
　
　
　
一

（
本
誌
ロ
絃
参
看
）
地
質
は
漢
代
六
朝
の
泥
象
に
普
蓮
な
閣

黒
色
の
土
で
あ
っ
て
、
其
の
上
に
胡
粉
を
か
け
、
な
ほ
彩

色
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
像
の
面
白
い
の
は
、
其

の
右
足
を
少
し
揚
げ
て
、
二
手
を
ば
束
ね
て
其
の
上
に
麗

い
た
姿
勢
で
あ
る
。
元
來
支
那
の
土
偶
、
殊
に
六
朝
の
土

偶
に
は
た
い
捧
の
如
く
直
立
し
た
も
の
が
多
く
、
時
に
上

肢
に
多
少
の
墾
化
を
見
せ
た
も
の
は
あ
っ
て
も
、
下
肢
に

斯
の
如
き
コ
ケ
ッ
ト
な
動
作
を
現
は
し
た
も
の
に
絶
無
に

近
い
。
但
し
此
の
像
の
下
肢
の
駿
態
を
詳
し
く
考
察
す
る

ε
礼
義
に
於
い
て
は
頗
る
不
可
解
な
黙
が
多
い
の
で
あ

っ
て
、
此
の
右
足
憾
果
し
て
如
何
な
る
位
置
に
概
か
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
の
膝
の
上
に
組
ま
れ
だ
も
の
、
若

し
く
は
何
か
憂
の
上
に
足
痛
を
載
せ
淀
も
の
こ
し
て
は
、

左
の
足
首
が
左
の
方
に
寄
り
過
ぎ
て
居
う
、
實
際
斯
の
如

き
姿
勢
を
し
て
は
、
顛
倒
す
る
外
は
無
い
。
而
か
も
之
を

背
面
か
ら
見
て
も
、
欝
は
下
に
重
ね
て
何
等
腰
掛
様
の
も

の
が
見
え
て
居
な
い
し
、
甚
だ
不
後
半
で
は
あ
る
が
、
裳



の
内
に
腰
掛
が
あ
る
こ
し
て
見
る
と
、
今
度
は
鱈
の
衣
紋

の
繊
襲
が
殆
ご
垂
直
に
現
は
さ
れ
て
み
る
の
が
、
解
し
難

い
の
で
あ
る
。

　
併
し
此
の
様
な
理
屈
攻
め
は
、
此
の
小
さ
い
女
桶
に
濡

し
て
除
り
に
冷
々
な
批
評
で
あ
ろ
う
。
私
膚
身
も
最
初
一

瞥
し
た
時
に
は
、
其
庭
に
何
等
不
合
理
な
黙
を
登
見
せ
す

た
や
氣
の
利
い
た
姿
勢
を
し
て
み
る
像
こ
の
み
戚
じ
た
如

く
此
の
像
の
製
作
者
も
、
恐
ら
く
は
其
の
最
初
の
勇
敢
な

る
試
み
ビ
し
て
、
右
足
を
揚
げ
た
面
白
い
姿
勢
を
作
b
出

し
、
而
か
も
其
の
左
足
や
背
面
に
は
深
い
注
意
を
彿
は
す

其
邊
を
宜
い
加
減
に
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
違
ひ
な
い
。

ほ
ん
に
そ
れ
で
全
い
の
で
あ
る
。
遡
屈
は
溺
に
し
て
斯
の

如
き
面
白
い
鍵
化
あ
る
姿
勢
の
像
を
創
造
し
、
而
か
も
看

る
も
の
に
【
見
面
白
く
3
5
地
よ
い
戚
を
直
戴
に
與
へ
た
な

ら
ば
、
其
れ
で
澤
山
で
あ
る
。
之
を
理
屈
に
叶
っ
た
像
に

す
る
こ
ご
ば
、
後
の
技
術
家
に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

　
其
の
頷
首
の
廣
い
左
前
へ
の
赤
い
衣
の
上
に
は
、
古
拙

　
　
　
第
t
T
二
巻
　
　
　
甜
雑
　
牌
塾
　
　
　
燃
機
駄
羅
…
彫
馴
…
笠
山
ハ
撫
脚
の
泥
漁
ゆ

の
笑
を
帯
び
た
小
さ
な
頭
首
が
、
今
機
の
結
髪
を
し
な
が

ら
3
5
持
ち
下
を
向
い
て
眺
め
入
っ
て
み
る
慮
は
、
我
々
を

し
て
端
な
く
廣
隆
寺
に
あ
る
推
古
時
代
の
木
造
の
彌
勒
菩

薩
宇
跳
の
像
を
思
ひ
起
さ
し
め
る
で
は
な
い
か
○
其
庭
に

六
朝
の
美
術
の
縮
圖
が
あ
る
の
で
あ
る
。
其
の
衣
紋
の
雛

漿
の
端
が
推
古
式
の
重
な
り
合
っ
た
趣
を
傳
へ
て
る
る
が

如
き
黙
は
、
其
の
次
の
瞬
間
に
氣
が
付
い
て
弛
い
。

　
此
の
女
桶
の
外
に
江
藤
氏
の
手
か
ら
購
入
し
た
紗
帽
の

男
像
一
戸
ご
大
鼓
を
前
に
し
た
一
人
の
男
女
の
像
三
禮
ご

が
な
ほ
大
壁
に
あ
る
。
何
れ
も
六
朝
の
泥
象
こ
し
で
頗
る

面
繋
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
此
等
に
施
し
て
は
又
た
別
の

磯
會
に
紹
介
す
る
こ
ε
に
し
よ
う
。

第
一
號

七
七
　
（
七
七
）


